
は じ め に

は

じ

め

に

法
学
研
究
所
長

郷

田

正

商

『研
究
年
報
』
第
二
五
号
'
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
本
号
で
は
､
主
に
､
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
三
月
ま
で
､
本

研
究
所
お
よ
び
研
究
所
傘
下
機
関
で
あ
る

｢国
際
人
権
セ
ン
タ
ー
｣
や

｢地
方
自
治
セ
ン
タ
ー
｣
が
中
心
に
な
っ
て
主
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
な
か
で
'
『特
集
号
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

｢第
二
四
号
｣
の
中
に
掲
載
し
た
論
文
を
除
き
､
六
つ
の
論
文
を
選
び
掲
載
す
る
と

共
に
､
｢内
田
文
昭
先
生
を
囲
む
座
談
会
｣
の
内
容
を
加
え
て
い
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
論
文
そ
の
も
の
に
譲

る
こ
と
に
し
'
こ
こ
で
は
'
『研
究
年
報
』
第
二
五
号
の
全
体
的
な
構
成
を
理
解
す
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
点
だ
け
を
極
簡
単
に
素
描

し
て
お
き
た
い
｡

ま
ず
最
初
に
､
本

『研
究
年
報
』
第
二
五
号
で
は
'
本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
'
刑
事
法
学
の
泰
斗
､
｢内
田
文
昭
教
授
を
囲
む
座
談
会
｣

を
掲
載
し
た
｡
こ
の
座
談
会
の
企
画
は
､
『研
究
年
報
』
第
二
三
号
の

｢清
水

誠
教
授
を
囲
む
座
談
会
｣
以
来
'
継
続
し
て
い
る
企
画

の

一
つ
で
あ
る
が
､
本
学
名
誉
教
授
を
囲
む
座
談
会
は
､
今
後
も
引
き
続
き
企
画
し
て
い
き
た
い
､
と
考
え
て
い
る
｡
｢座
談
会
｣
に
引

き
続
き
､
五
つ
の
個
別
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
｡

第

1
論
文
は

｢国
際
麻
薬
取
締
り
の
体
制
～
現
状
と
課
題
～
｣
'
と
い
う
テ
ー
マ
の
論
文
で
あ
る
｡
こ
の
論
文
は
国
連
犯
罪
防
止
機
関
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の
国
際
麻
薬
取
締
り
委
員
会
事
務
局
条
約
課
'
麻
薬
取
締
官
で
あ
る
高
橋
宗
瑠
氏
に
よ
っ
て
寄
稿
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
｡

筆
者
は
､
国
際
麻
薬
市
場
と
現
況
'
国
際
麻
薬
取
締
り
体
制
の
概
要
と
歴
史
的
な
背
景
､
条
約
適
用
監
視
機
関
と
し
て
の
国
際
麻
薬
取

締
り
委
員
会

(internati
onalN
arcotics
ControtBoard
‥tN
C
B
)
'
国
際
麻
薬
取
締
り
体
制
の
限
界
と
問
題
点
な
ど
'
実
に
多
岐
に
亘

っ
た
問
題
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
｡

第
二
論
文
は
､
｢人
身
売
買
の
現
状
と
法
的
課
題
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
､
人
身
売
買
禁
止
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
代
表
で
あ
る
大
津
恵
子

氏
の
寄
稿
し
た
論
文
で
あ
る
｡

筆
者
は
､
売
春
し
た
女
性
た
ち
の
苦
労
話
や
人
身
売
買
被
害
者
の
声
を
紹
介
し
な
が
ら
筆
者
自
身
が
､
外
国
籍
の
女
性
た
ち
の
支
援
に

携
わ
っ
た
背
景
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
｡
さ
ら
に
'
筆
者
は
､
支
援
が
必
要
な
女
性
た
ち
の

｢支
援
の
利
用
状
況
｣
や
日
本
が
調
印
し
た

｢国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約

･
禁
止
議
定
書
｣
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
､
｢人
身
売
買
対
策
行
動
計
画

(二
〇
〇
四
年

二

一月
)
と
人
身
売

買
罪
の
新
設

(二
〇
〇
五
年
六
月
)
｣
や

｢二
〇
〇
六
年
四
月
以
後
の
人
身
売
買
に
関
す
る
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
動
き
｣
に
つ
い
て
も
論

述
し
て
い
る
｡

そ
の

一
方
で
'
第
三
論
文
で
は
､
｢
フ
ェ
ミ
ニ
サ
イ
ド
と
社
会
浄
化
-
平
時
グ
ア
テ
マ
ラ
に
お
け
る
人
権
の
危
機
～
｣
､
と
い
う
テ
ー
マ

で
'
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
リ
ー
マ
ン

･
カ
レ
ッ
ジ
准
教
授
で
あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア

･
サ
ン
フ
ォ
ー
ド

(S

ctoria

Sanford)
氏
が
'

グ
ア
テ
マ
ラ
に
お
け
る
人
権
の
危
機
､
特
に
二

1
世
紀
に
お
け
る
'
同
国
の

〟新
争
後
″

の
暴
力
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
､
分
析
の
焦
点

と
し
て
､
グ
ア
テ
マ
ラ
人

一
〇
万
人
に
つ
き
四
二
人
と
い
う
非
常
に
高
い
割
合
で

｢社
会
浄
化
｣
と
呼
ば
れ
る

｢選
択
的
抑
圧
｣
が
行
わ

れ
て
い
る
政
治
状
況
と
そ
の
構
造
を
説
得
的
に
論
述
し
て
い
る
｡

第
四
論
文
で
は
'
｢国
際
平
和
と
人
権
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
､
明
治
学
院
大
学
法
学
部
の
宮
地
基
教
授
が
平
和
的
生
存
権
の
国
際
的
意

義
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
｡

u
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ul

ま
た
､
第
五
論
文
で
は
'
中
国

･
上
海
所
在
の
復
旦
大
学
法
学
院
の
許

凌
艶
教
授
が

｢中
国
資
本
市
場
発
展
の
趨
勢
｣
と
い
う
テ
ー

マ
で
､
中
国
の
世
界
貿
易
機
構

(W
T
O
)
へ
の
加
盟
後
､
中
国
の
金
融

･
証
券
市
場
を
如
何
に
開
放
し
､
ま
た
､
ア
ジ
ア
共
同
体
の
形

成
に
対
応
し
て
､
如
何
に
そ
の
制
度
的
改
革
を
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
､
精
力
的
に
論
述
し
て
い
る
｡
こ
こ
に
掲
載
し
た
許

凄
艶
教
授

の
論
文
は
､
法
学
部
と
法
学
研
究
所
の
共
催
で
行
っ
た
三

･
四
年
生
向
け
の
特
別
講
演
の
た
め
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
､
中
国

全
国
人
民
代
表
者
大
会
で
決
定
さ
れ
た
､
第

二

期

｢中
国
五
カ
年
経
済
規
画
｣
(二
〇
〇
六
年
-
二
〇
一
〇
年
)
に
関
連
す
る
最
新
の

内
容
を
含
ん
で
い
る
｡
日
本
の
研
究
者
に
広
く
参
考
に
な
る
資
料
と
考
え
た
の
で
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
｡

最
後
に
､
本

『研
究
年
報
』
第
二
五
号
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
'
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
校
関
し
て
頂
い
た
先
生
の
方
々
､
そ
し
て
､
経

済
学
部
の
秋
山
憲
治
教
授
に
､
特
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
｡
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